
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
家庭・町内・学校等 

地域社会全体で 

未来を担う子どもたちを 

交通事故から守りましょう 

 

子どもの目線で！ 

子どもと一緒に、危険な場所

や安全確認が必要な場所を

見つけ、なぜ危ないのかとい

う理由と、安全な通行方法に

ついて教えましょう。 

 

分かりやすい言葉で！ 

「道路を渡るときは、一度止

まって右、左、もう一度右を

見て、車が来てなかったり、

車が止まったら渡ろうね」な

ど具体的な言葉で指導しま

しょう。 

 

「止まる」「見る」「待つ」！ 

子どもは、ひとつのことに夢

中なこと以外に目に入らなく

なる傾向があるので、「止ま

る、見る、待つ」の安全行動

が習慣になるように、繰り返

し指導しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 小学生の歩行中の交通事故原因は、 

半数以上に違反があり、そのうち 

 

その他の違反 
３％ 

信号無視 
７％ 

路上遊戯 
6.5％ 

横断歩道外 
横断等 
22.7％ 

飛出し 
60.8％ 

令和元年中 


